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第４編 監査 

○学校法人明治薬科大学 内部監査規程 

制定 平成20年12月8日 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、学校法人明治薬科大学（以下「法人」という。）における内部監査（以下「監

査」という。）を行うために必要な事項を定める。 

（監査の目的） 

第２条 監査は、法人における業務について、倫理性、適法性、及び効率性の観点から公正かつ客

観的な立場で検討、評価し、その結果に基づく情報提供及び改善のための助言、提案等を行うこ

とにより、明治薬科大学の健全なる発展及び社会からの信頼の保持に資することを目的とする。 

（監査の対象及び内容） 

第３条 監査の対象は、法人における業務全般とする。 

２  前項の監査対象について、次の各号により監査する。 

（1）業務監査 

法人の業務及び制度等が法令並びに法人の寄附行為、寄附行為施行規則及び法人諸規程

等を遵守し、適正かつ効率的に執行及び運用されているかを監査する。 

（2）財務監査 

法人の財務及び関連業務が法令、学校法人会計基準並びに法人の寄附行為、寄附行為施

行規則及び法人諸規程等に基づき、正当な証拠書類等により事実に基づいて適正かつ効率

的に処理され、財務報告の信頼性並びに資産の保全がされているかを監査する。 

（3）その他の監査 

      理事長は、前各号の規定によるほか、新たな監査対象が生じたとき、その他特に必要

があると認めるときは、その都度必要な監査を実施する。 

（監査の種類） 

第４条 監査は、定期監査と特別監査とする。 

２  定期監査は、毎年度第8条第1項に規定する定期監査計画に基づき定期的に行う。 

３  特別監査は、理事長が必要と認めた時又は監査室長が必要と認め理事長の承認を得た時に随

時行う。 

（監査の方法） 

第５条 監査は、書類監査及び実地監査とし、双方又はいずれか一方により行う。 

２  書類監査は、監査に必要な書類の提出を求め、諸規程及び予算等に基づいて資料の精査、帳

票、伝票、帳簿、証拠書類、報告書等により行う。 

３ 実地監査は、実査、確認、立会及び質問等により行う。 

（監査室） 

第６条 監査に関する業務を行うため、理事長直属の監査室を設置する。 
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２  監査室に関し必要な事項は、別に定める。 

（監査担当者） 

第７条 監査担当者は、監査室長及び監査室員とする。 

２  監査室長が必要と認めたときは、理事長の承認を得て、監査室員以外の法人職員を特別に監

査担当者として任命することができる。 

（監査計画） 

第８条 監査室長は、毎年度、定期監査計画（別紙様式1）を作成し、理事長の承認を得なければ

ならない。 

２  特別監査については、その都度、特別監査計画（別紙様式1を準用）を作成し、理事長の承

認を得なければならない。 

（監査担当者の権限） 

第９条 監査担当者は、被監査部署に対し、監査を実施する上で必要な関係書類の閲覧又は提出、

事実関係の説明等監査に必要な行為を求めることができる。 

２  監査担当者は、監査の必要に応じ、被監査部署の関係者以外に内容の照会又は事実の確認を

求めることができる。 

（被監査部署の責務） 

第１０条  前条による監査担当者の求めに対し、被監査部署等は、正当な理由がない限り、監査

が円滑かつ効果的に行われるよう積極的に協力しなければならない。 

（監査担当者の遵守事項） 

第１１条 監査担当者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

  （1）  監査は、事実に基づき常に公正かつ不偏の立場で監査を実施しなければならない。 

      （2）  監査の結果知り得た事項について、正当な理由なく他に漏えいし又は不当な目的に使用

してはならない。その職を退いた後も同様とする。 

（3）  被監査部署に対して、業務の処理及び方法等について直接、指揮命令を行ってはならな

い。 

（4） 被監査部署を尊重すること。 

（監査の通知） 

第１２条 監査室長は、監査の実施にあたり、特別な事情がある場合を除き、被監査部署に実施の

時期及び監査事項について事前に通知するものとする。 

２  緊急の場合又は監査内容に応じて、事前の通知をせずに特別監査を行うことができる。 

（監査の実施） 

第１３条 監査は、監査室長の統括のもとに、監査計画に基づき監査担当者が実施する。  

（監査調書） 

第１４条 監査担当者は、監査終了後速やかに実施した監査の内容、結果、その他必要な事項を記

録した監査調書を作成し、保存しなければならない。 

（監査結果の講評） 

第１５条 監査担当者は、監査終了後、被監査部署に対して講評会を開催する。 

 ２ 監査室長は、被監査部署から意見の具申があるときは、その意見を監査報告書に付記する。 

（監査結果の報告） 
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第１６条 監査室長は、監査終了後、第14条に規定する監査調書に基づき監査報告書（別紙様式2）

を作成し、理事長に提出しなければならない。 

２  監査担当者は、監査中に不正等重大な事項を発見した場合は、直ちに理事長に報告しなけれ

ばならない。 

（改善等の指示） 

第１７条 理事長は、監査報告書等により指摘、勧告及び改善提案等を受けたときは、その対応に

ついて当該担当理事と協議する。この場合において、改善等が必要であると判断した場合、理事

長は、当該担当理事、学長又は事務局長を通じて、当該部署に対して改善等を指示する。 

２  前項に規定する改善等の指示を受けた被監査部署の責任者は、速やかに改善計画を作成し、指

定された期日までに監査室長を通じて理事長に提出しなければならない。 

（改善状況の確認報告） 

第１８条 監査室長は、被監査部署の責任者から理事長に提出された改善計画に基づき、その後の

改善状況を確認し、改善状況報告書（別紙様式3）を理事長に提出するものとする。 

（理事会への報告） 

第１９条  理事長は、第8条第1項及び第2項に定める定期及び特別監査計画、第16条第1項に

定める監査報告書及び第18条に定める改善状況報告書を理事会に提出するものとする。 

（監事及び独立監査人に対する監査計画及び監査報告書等の回付） 

第２０条 監査室長は、第8条第1項及び第2項に定める定期及び特別監査計画について、理事長

の承認後、速やかに監事に回付するものとする。 

２  監査室長は、第16条第1項に定める監査報告書及び第18条に定める改善状況報告書につい

ては理事長へ提出後、第16条第2項に定める報告については理事長に報告後、速やかに監事に

回付するものとする。 

３ 前２項の回付は、理事長の指示に基づき、独立監査人に回付するものとする。 

（監査報告書等の保存） 

第２１条 監査に係る調書、監査報告書等の保存期間は10年とする。 

（雑則） 

第２２条 この規程に定めるもののほか、監査に関し必要な事項は別に定める。 

（規程の改廃） 

第２３条 この規程の改廃は、理事会の議を経て、理事長が定める。 

附  則 

１  この規程は、平成20年12月8日から施行する。 

２  この規程制定日前の事項であっても、監査の対象に含めるものとし、かつ、その全てをこの

規程に従って監査を実施するものとする。 



（様式1）

　　　　　　平成　　　年度　　　　定　　期　　監　　査　　計　　画

（業務監査・財務監査・その他の監査）
明治薬科大学監査室

　         　　　監  査  実  施  時  期 　（月）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
被監査部署 監査担当者

書
　
類
　
監
　
査

実
　
地
　
監
　
査

基本方針

監査対象 重点項目 期待効果



（様式2）

平成　　年　　月　　日

学校法人明治薬科大学　理事長　殿　

            監査室長

　　　　　　　　　　　　　平成　　　年度　　　　監　　査　　報　　告　　書　

　　　　　　　　　　学校法人明治薬科大学内部監査規程第16条の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記

　業務監査 ・ 財務監査 ・ その他の監査 監査の種類 　定期監査 ・ 特別監査

附属資料 ： 有 ・ 無

実
　
地
　
監
　
査

書
　
類
　
監
　
査

監査による指摘、勧告、
改善提案等

被監査部署からの意見要望等監査実施日程 監査実施結果の概要

監査内容

監査対象 被監査部署 監査担当者



（様式3）

               平成　　年　　月　　日

学校法人明治薬科大学　理事長　殿　

監査室長

　　　　　　　　　　平成　　　年度　　　　改　善　状　況　報　告　書

　　　　　学校法人明治薬科大学内部監査規程第18条の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記

　監査対象 　整理番号

　監査所見（指摘・助言事項の内容）：

　改善実施計画書の改善実施時期　　平成　　年　　月　　日

　改善実施年月日 　　平成　　年　　月　　日

　改善の内容：

　改善の効果：


